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 プログラムごとに工程表が未設定、来年度予算
の位置付けが不明確 

 公共（ハード）・非公共（ソフト）含めた施策間の
優先順位づけがない 

 KPIが未設定 

4000億超の非公共（ソフト）の要求 
公共（ハード）予算要求は内数
で、規模や効果が不明 

 26年度予算要求については、その内容について十分な説明責任が果たされていない 

 プログラムごとの成果目標、それに至る工程表、施策間の優先順位づけ、ＰＤＣＡサイク
ルの徹底、国・地方、民間の連携及び役割分担の明確化について、国土強靭化政策大
綱に明記すべき 
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定量的目標 
が不明 


